
Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

1046 日本 建築 学会 大 会 学術講演梗概集
〔中 　 　国 ）　 1999 　 年 9 月

南極昭和基 地居住施設の 耐久性

　木質パ ネル 枠材の 残存強度
正会員0 　平居 　孝 之

皐］

1．は じめ に

　南極 昭和基地第10居住棟 （1969 年建設）および 放球

棟 （1967 建設）に 使わ れ た 木質パ ネル の 枠材 の 強 度 を

測定 し、同 じ材質 の 薪材等 と比較 す る こ とか ら、第10

居住棟木質パ ネル 枠材 の 残存強度 につ い て 検討す る」

2．試験方法

　木質パ ネル枠材 に 図1に 示す鋼製 の ビ ス をね じ込み 、

こ れ を建研式接着力試験機 を用 い て 引 き抜 い た ときの

最 大荷重 を測定す る。ビ ス は 、木造住宅 に 外壁改修 パ

ネ ル を取 り付 け る た め に 用 い ら れ て い る もの で あ る 。

ビ ス ね じ込 み 深さ は 25mm前後 とした。過去 の 試験結果

よ りビ ス の 先端か ら 5   部分 は引き抜きに 抵抗す る 力

が働かず、ね じ込 み 深 さ か ら 5mmを引 い た 長 さを有効

ね じ込 み 深 さ とす る の が 適当で あ る こ とが 分か っ て い

る 、，従 っ て 次式 の よ うに 最大荷重 を ビ ス の 有効ね じ込

み 長 さ で 除 した 値 を ビ ス 引 き抜 き強度と した 。

ビ ス 引き抜き強度

4．試験結果と考察

4．1　試験体 の 状態

　 単 位 容 積質 量 は 図 2 の よ うに 、比較新材 と比べ て 、

屋 根 パ ネ ル と外壁 パ ネル が 小 さ く、根太が大 きい
。 た

だ し根太は鉄骨 との 取 り付 け に 使わ れ た 鋼製 の蝶番が

取 り外せず 、単位容積質量 が 大き くな っ た と思 わ れ

る。

　表 1 の 外観と合わせ て 考え る と、変色して い る もの

は 単位容積質量 が 小 さい と い う傾向が あ る。

表 1　試験体 の 外観 目視観察結果

部位 状態

第10屠住棟
　　　　　　 変色 して い る部 分 があ る が全 体的 に 良好 。

屋 根 パ ネル

第to居 住 棟

外壁 パ ネル
全体的に 変色 し脆弱化 して い る。

引き抜 き最大荷重
　　　　　　　　　 （N ／mm ）
ね じ込 み 深 さ一5

含水率 0 ％ （絶乾）、含水率約 15％ （気乾）、含水率

約 30 ％ お よ び 含水率約 45 ％ に お け る引 き抜 き最 大 荷 重

を試験体 ご と に 3 回 ずつ 測定 した 。

第10居 イ主†東

床パ ネル
変色 また は脆 弱化 した部 分 があ る 。

第10居 住 棟　　 良好。一
部錆 あ り．鋼 製 蝶番 とワ ッ シ ャ

根 太　　　　　が 強 固 に取 り付 い て い る 。

放 球棟

比 較用 新材

良好。

良好 。 節 な し。

3．試験体

　第10居住棟 お よ び 放球棟 の 木質パ ネル 枠材は、ス プ

ル
ー

ス （カ ナ ダ産 ヒ ノ キ ） の 集成材 で あ る 。採取し た

試験体 は 部位 ご と に 6体前後 で あ る 。 試験体の 外観目

視 の 観 察結果を表 1 に示 す 。な お 比 較 用 新材 は 単材 で

あ る。
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4．2　ビス引き抜き強度

　部位と含水率 ご と に ビス 引 き抜 き強度を比較す る と

図 3になる。比較用新材 と比 べ て い ずれの 部位 で も小

さ く、なか で も外壁パ ネ ル が 最 も小 さ い 。

4．3　強 度残存率 の 推定

　部位 ご と の ビ ス 引 き抜 き強度を比較用新材 の ビ ス 引

き抜 き強度 で 割 っ た 値 を百分率 で 表 した もの を強度残

存率 の推定値 とす る と、表 2 に なる 。

　強度残存率 は い ず れ の 含水率 で も外壁パ ネ ル が 最 も

小 さ い
。 第10居住棟に使わ れ て い た ときの 木質パ ネ ル

枠材 の 含水率 は 、気乾状態 の 含水率 15 ％ 程度 と考 え ら

れ 、こ の 場合の ビ ス 引 き抜 き強度残存率 は、小 さい 順

に 外壁 パ ネル 66、0％ 、屋根 パ ネ ル 80，4％ 、根太 85、1

％、床パ ネル 89、0％ で あ る 。

4．4　国内の 木造軸組 と の 比較

　最近行 っ た 大分県 に お け る 既存木造住宅 の 外壁 の 軸

組木材 に つ い て、本研究 と同様 の ビス 引 き抜 き試験 を

行 っ た と きの デ ーダ よ り、既存木造外壁軸組 の 残存強

度 を求 め た 結果 を表 3 に示す 。 た だ し、強度残 存率は

ビ ス 引 き抜 き強度 を大分県産 の 新材 の ヒ ノ キ の 引 き抜

き強度 で 除 して 百分 率 で 表 した もの で ある。Na　3 とNa

5 の 強度残存率 が 小 さ く64 ．2％ と69 ，5％ で あ り、他 は

90 ％ 以 上 の 強度残存率 で ある 。

　第 10居住棟 の 木質パ ネ ル 枠材 と国内の 既存木 造 軸組

の 強度残存率を比 べ る と、外壁 パ ネ ル は 国内 の 条件 の

良くな い 国内の木造軸組に 似 て お り、そ の 他 の パ ネル

は 通常 の 条件の 国内の 木造軸組に似 て い る 。

　木材 は種々 の 要 因ぞ劣化 され る 。 木材の 強度を低下

させ る 主要 な劣化要 因 と し て 、木材腐朽 菌 に よ る 腐

朽 、白蟻な どに よ る 食害お よ び 乾燥 に よ る 割 れ が あ

る 。 また木材の 表面 を劣化する もの や 長期 に 徐 々 に 劣

化す る も の と し て 、熱、オ ゾ ン、紫外線、放射線、水

分、金属、酸お よ び ア ル カ リが あ る 。

　 こ れ らの 劣化要因 の うち、第 10居住棟 の 木質パ ネル

枠材 の 強度低 下 の 原因 に な っ たの は 、白蟻 の 食害 や 乾

燥 に よ る割 れ が 試 験 体 に 見 ら れ な か っ た の で 、木材腐

朽 菌 に よる腐朽 で あ る か、また は熱と水分に よ る 分解

で あ る と推測 され る 。

　木材腐朽菌 は、適度 な温度 と湿度がない と生育 しな

い の で 、木材腐朽菌が 南極に い る とは 考 え られな い 。

パ ネル 製造時に すで に 木材腐朽菌が付着 して お り、外

気 は低 い が 室 内 の 暖 房 に よ り木 材 腐 朽 菌 が 生育す る 温

度 と 湿度 が あ っ た 場合 は、試験結 果 に 見 ら れ る よ うな

木質 パ ネ ル 枠材 の 強度低 下が起 こ る と考 え ら れ る。

5，ま と め

　国内 の 木造軸組 と比較 して 、外壁 パ ネ ル の 強度残存

率 は条件が悪 く劣化 の 著 しい 国内の 木造軸組と似て お

り、屋根 パ ネ ル 、床 パ ネル お よ び 根太 の 強度残存率 は

条 件が 通 常 の 国 内 の 木造軸組 に 似 て い た。

　南極 で 木質パ ネ ル 枠材 の 強度が 低下 した 原 因は 、国

内で 木質 パ ネ ル を作 る と き に 付着 した 木材腐朽菌 に よ

る腐朽か、または熱 と水分 に よる分解 と考えられ た 。

140120

（100

髦
乙 80

鷙・。

舳 　40
面

20

o
　 　 屋 第

　 　 根十
　 　 パ 居

　 　 ネ 住

　 　 ル 棟

iI

　 　 　 　 し

i1
ヨ　　 I
I　　　 I

i
　　　　．．．一

2　　　　 ［　　　　　 ：
3　　　　L　　　　　　　　　　　　．

…
．

　 　 　 　 ト

…　 　 ，　 　 1

．一

旨　　 i　　 l
2　 　 i　 　 　 ヨ

…

「
一．一

　
．．

十

1十
含水率 o ％

含 水率 約 30％

十

十

含水率約15％
．

　　　　　　．
含 水率 約45％ ．

一一．．．．
1　 　　 ；　 　　 1
．　　 　 i　　 　 … i

　 外 第 　 　 床第 　 　根 第 　 　放
　 壁 十 　 　 パ 十 　 　太 十 　 　球

　 パ 居 ネ居 　居 棟
　 ネ住 　　　　ル 住　　　　　住

　 ル 棟 　　　 棟　　 　棟

　 　 　 　 　 　 部位
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表2　試験体 の 強度残存率 の 推定値 （％）

比

較

用

新

材

部位
含 水 率　　含水率　　含水率 　　含 水率

O％　　 約15％　　約30％　　約45％

屋根 パ ネ ル

外壁 パ ネル

93．869
．3101
．5

80．4　　　　　76．5
66 ．0　　　・　 61．4
89，0　　　　 67、6
　 　 　 　 72 ．3
　 　 　 　 80．9

003
ハ
」
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　 　 　 　 　 　 　 81．0　　　　　85 ．1
　 放 球棟 　 　 　 95 ．9　 　 　 8B，3−一
一一 厂　 （100）

床 パ ネ ル

　根太

72，675
，284
．2

（100〕 〔100 ）

表3　国内の既存木造住宅

　　　 築 年 数　　日当 た り　　 地盤水分
建物 （％）

NQ1 19．5　　　や や悪 し 、

21τ
一一 一

ft
−
c・

多い

Na2 少 ない

02Q凵
399

トぬ3 23．O 良 い や や 多い 64．2
45阨．

阨

25．O 普 通 多 い 105 ．7
16．0 普 通 普通 69．5
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